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Photo:平成28年4月9日第2回自民党三支部合同支部大会 衆議院議員新藤義孝先生講演
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平成28年度所属委員会等

常任委員会 文教委員会委員

特別委員会 経済・雇用対策特別委員会委員長

特別職 決算特別委員会

執行機関付属機関 埼玉県国土利用計画審議会委員

自民党議員団役職 幹事

政務調査会長代理
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平成28年度埼玉県議会自由民主党議員団政策調査会主要議題

1. 各定例会毎請願。及び意見書（案）・決議（案）についての取りまとめ

2. 防災航空条例の改正について

3. 埼玉県５ヵ年計画2017～2021に対する対応で現在計画に対する自民提言を提出

4. 議員提案条例の作成

5. 平成28年度自由民主党議員団政策大綱の作成

例）
警察官の増員を求める意見書
震災対策の更なる推進を求める意見書 など

① 埼玉県虐待防止条例（案）の策定
② 埼玉県農林水産振興条例（案）の策定・・・ＰＴ会長を拝命
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百万円％

農林部予算 県指数% 農林部指数%

年 度

（単位：百万円、％）

農林部予算規模（一般会計）の推移

年度 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

県予算 1,731,233 1,778,510 1,919,767 1,804,768 1,814,888 1,791,955 1,717,445 1,661,570 1,692,588 1,636,647 1,683,152 1,710,871 1,718,153 1,695,951 1,676,419 1,689,941 1,677,722 1,675,715 1,729,886 1,828,998 1,880,526

県指数% 100.0 102.7 110.9 104.2 104.8 103.5 99.2 96.0 97.8 94.5 97.2 98.8 99.2 98.0 96.8 97.6 96.9 96.8 99.9 105.6 108.6

農林部予算 65,692 61,074 54,063 50,081 44,091 40,753 39,537 36,774 38,197 31,808 29,922 29,756 28,743 26,602 25,081 24,822 23,672 26,452 24,791 22,732 22,321

農林部指数% 100.0 93.0 82.3 76.2 67.1 62.0 60.2 56.0 58.1 48.4 45.5 45.3 43.8 40.5 38.2 37.8 36.0 40.3 37.7 34.6 34.0
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埼玉農林水産業のあるべき姿を目指して（案）

活躍する若手農業者

農業法人経営支援セミナー

６次産業化に取り組む
農業者向け研修

高齢者による水路の草取り活動

研修を受けカフェ経営などに取り組む
女性農業者 新規就農者育成拠点農業大学校

農業振興
のための
要素

担い手
の育成

職員年
齢構成
の

平準化

公共事業
予算の
回復

農地集積
率の倍増

公共事業
外予算の
継続的
確保
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188%

119%

62%

81% ※農家減少

H27年度比

H27年度 H37年度目標担い手を育成
販売額の向上

県内法人の多くが5千万～1億円の販売額

担い手全てが
500万以上では
ない

支援対象農家
全てが500万以
上になる

倍増を目指す

埼玉農林水産業のあるべき姿を目指して（案）
～農業従事者の構成～
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埼玉農林水産業のあるべき姿を目指して（案）
～担い手への農地集積率～

 担い手の利用する
農地が分散

 農地を集積・集約化することで
作業の効率化を実現

農地集積化

H27 H37

農地集積率の倍増

農地集積率
25.1%

農地面積
76,300ha

農地集積率
50.0%以上

農地面積
67,429ha
※減少
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埼玉農林水産業のあるべき姿を目指して（案）
～県職員体制～

22～

29歳

30～
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農業職等 41 9 19 43 93 103 54
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単位：人 農業職等 年齢構成別職員数

（H28.4.1）
農業職 379

林業職 99

農業土木職 114

一般職 141

獣医等 149

計 882人

うち 50歳代 40.1%
20歳代 13.4%

現体制

構成比% 11.3 2.5 5.2 11.9 25.7 28.5 14.9

稼ぐ力を
高める

•作目ごとに高付加価値化
•生産性向上
•６次産業化

農家の

農業
支援

試験
研究

 安定した支援体制の構築

 職員採用人数の平準化現状：農業指導が可となる年代が少ない
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埼玉農林水産業のあるべき姿を目指して（案）
～予算（公共事業）～

5,124 

H28 29

予算が大きく減少した以前の
平成21年度水準の回復を目指す

★8,255へ戻す

★どう埋めるか
議会で条例化が必要

9,749 

8,153 
8,255 

6,957 

5,941 

4,815 4,750 4,851 4,972 5,124 

H19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

単位：百万円

▲民主政権スタート

★

★30億円
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平成28年度当初予算案
H28.2.19招集

県税等

7,640億

地方交付税等

2,133億 県債

2,404億

地方交付税清算金

2,104億

国庫支出金

1,764億

その他

2,760億

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

歳入

企業会計 2,793億9,910万7千円 （前年度比＋8.5%）

特別会計 6,493億6,972万3千円 （前年度比＋5.3%）

一般会計 1兆8,805億2,600万円 （前年度比＋2.8%）
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国際スポーツイベントの成功に向け

0万

5,000万

10,000万

15,000万

20,000万

事業費バランスは？

1億4,441万円
文化事業の推進

5,380万円
選手育成の強化 <

• 1万人のゴールド・シアターに
よる大群像劇
• キックオフイベント

•強化指定選手への助成
• スポーツ科学による支援

東京オリンピック・パラリンピック開催準備新
1億2,100万円

•カウントダウン
イベントの実施

•県内開催競技
のＰＲイベント開
催

機運醸
成 •海外チームの

県内視察の実
施

キャン
プ誘致

成功へ向けて

・機運醸成

・ボランティア

・多言語対応

の３分野の取組
策定

実施計
画策定

•ボランティアの
確保・育成

•宿泊対策の実
施

おもてなし
事業

Hello!你好!
Welcome to 

TOKYO 2020!!

ラグビーワールドカップ2019大会の開催準備新
1億100万円

 ＰＲイベント・・・３年前イベント
 タグラグビー教室の開催
 広報啓発グッズ作成

など
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鴻巣市

伊東農林水産副大臣
要望活動H28.3.10

遠藤利明
東京オリンピック・パラリンピック大臣

要望活動H28.3.10

東京オリンピック・パラリンピックを

平成28年度夏色花壇提案プロジェクト
～鴻巣市花組合の提案花壇（熊谷スポーツ文化公園内）～

鴻巣花き産業振興に係る要望活動
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ゆきとどいた医療体制の整備・充実①

大学付属病院・医学系大学院等の整備の推進新 63億900万円 ※順天堂大学 H30着工／H32完成

既存医療機関との
役割分担・連携方策

地元医師会や拠点
病院との調整

医師確保困難地域へ

庁内プロジェクトチーム
で将来を見据えた医学
部像を検討

整備に係る用地の
確保

用地の
確保

医師派遣の
調整

医療機能の
調整

医学部の
設置

埼玉県の医療を
めぐる状況

全国一のスピード
での高齢化

医療ニーズの
爆発的増加

喫緊の課題
医師の確保・
育成への対応

当面の対応策

大学付属病院・医学系大学院等の整備

県内の医師確保が
困難な地域への
医師派遣
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ゆきとどいた医療体制の整備・充実②

小児救急医療体制の強化 6億2,300万円

小児二次救急輸番病院
小児二次救急医療拠点病院

運営助成

 小児救命救急センター
（埼玉医科大学総合医療センター）

運営助成・設備整備

県立小児医療センター
大学病院

小児救急医療機関等へ

小児科医を派遣

周産期医療体制の充実 7億6,200万円

母体救命
コントロールセンター運営

母体・新生児
搬送コーディネーター設置

母体・新生児
搬送体制強化

総合周産期母子
医療センター

1か所助成

地域周産期母子
医療センター等

11か所助成

さいたま赤十字病院との連携

新設：225億400万円
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未来を担う人材の育成・少子化対策①

ネウボ（neuvo）＝アドバイス
ラ(la)＝場所
・・・フィンランドの子育て支援施設
 妊娠⇒出産⇒子どもが生まれた後も6歳

まで切れ目なくサポートを提供する総合的
な支援サービス

 特別な教育も受けた“ネウボラおばさん
（保健師や助産師）”が支援をするために
いる

・・・ネウボラの大きな役割
 対話（話すこと）＝こまめに話を聞き家族
に寄り添う

 精神的ケア＝母と子ども、父やその子の
きょうだいも含めて家族全体を支援

妊娠期から子育て期までの切れ目ない支援
14億2,400万円

子育て世代包括支援センターの整備促進
全乳児家庭の訪問支援及び養育支援

相談

助言・指導
保健師・
助産師

ソーシャル
ワーカー

子育て世代包括支援センター
（設置主体：市町村）

連携

•子育て支援期間

（保育所・地域子育
て支援拠点事業所）
•医療関係
（産科・小児科）
•保健所
•児童相談所

医療機関

新

妊娠に関す
る普及啓発

不妊相談

産前・産後サポート事業（子育て経験者等による相談支援）

妊婦健診

両親学級等

乳児家庭
全戸訪問
事業

産後ケア事業
（心身のケアや育児サポート等）

定期健診 予防接種 養子縁組

子育て支援策
•保育所

•地域子育て支援拠
点事業
•里親 ・乳児院
•その他子育て支援策

妊娠前 妊娠前 出産 産後 育児

母子のはぐくみに沿った支援実施内容
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未来を担う人材の育成・少子化対策②

私立学校における教育費負担軽減のための
助成 111億800万円

年収
約350万～500万未満

世帯

対象 補助内容

施設費等その他納付金

20万円（県内平均額）

実質無料化

施設費
その他
給付金

授業料

園児・児童・生徒のいる世帯が一定の要件を満たした
場合に授業料を助成

高等学校は全国トップレベルの父母負担軽減事業補
助

新

保育所待機児童対策の推進
86億3,300万円保育サービス受入枠の拡大

 認可保育所の整備促進 ４，２５９人

 認可保育所への移行促進 ４０人

 幼稚園を活用した保育の促進等 ３０人

 幼保連携型認定こども園等の整備 ９１５人

 企業内保育所の設置費等 ２３０人

 低年齢児保育の促進
・安心こども基金による小規模保育整備等
・小規模保育事業等の拡充

１，０２６人

受入枠拡大の合計人数・・・・・ ６，５００人

新

1,310 
1,186 

1,075 
902 905 

1,097 

700

1,300

1,900

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

4/1における
待機児童数（人）受入枠（人） 保育サービス受入枠と待機児童数の推移

+4,784
+4,380 +4,563 +3,858 +6,609 +6,000

(見込み)
+6,500
(見込み)

受入枠拡大数
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道路交通の利便性・安全性向上へ

魅力ＵＰ！時間が見えるインターアクセス道路整備新 22億1,500万円

各地へ

産業経済活
動の展開が
可能

日本海

都内

東北

圏央道開通による
高速道路の充実

 目的地までの時間が見える！

 開通までの時間が見える！

例えば

産業団地
ＩＣ

アクセス道路を整備
し、円滑な交通を確保

道路整備

企業立地

開業目標年度を
事前公表

開
通

開通目標年度を公表
し、円滑な交通を確保

候
補
地
検
討

操
業

操
業

高速道路ネットワークを最大限に活かす道路整備

事業実施箇所（5路線5箇所）

（都）川越北環状線 川越市

県道飯能寄居線 日高市

国道125号
久喜市
加須市

国道407号
鶴ヶ島市
日高市

県道東松山鴻巣線 吉見町
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県民を守るために警察力向上を

警察官の増員新 1億5,500万円

警察官条例定数

11,396人

11,460人

64人の増員

安心 安全近々の埼玉県内での重大犯罪における県警の取組

対策

問題事案

課題

朝霞市内殺人事件

再発防止と信頼回復

職員の身上
把握・指導監
督の強化

職務倫理
教育の徹底

原因・背景
の解明

再発防止策
を徹底

熊谷で発生した
6人殺害事件

警察活動の在り方

地域住民への
情報提供の
在り方

教訓事項の
抽出

情報発信
活動

予防警戒
活動
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高齢者がいきいき暮らせる環境整備①

地域活動・就業の支援（アクティブシニアの活躍支援～シニアの社会参加の拡大～）新 2億700万円

アクティブシニア応援協議会 ～市町村や関係団体と連携した気運の醸成～

シニアドリームフェスタの開催 ～就職やボランティアのきっかけづくりイベント～

シニアの地域デビューを支援 ～支援機関のネットワーク化等を行うモデル市町村への補助～

シニア
革命

働く
新たな職場を
見つける

働きやすい
職場を増やす

セカンドキャリアセンター
を設置（県内8か所）

働き方改革

セ
ミ
ナ
ー

適
職
診
断

資
格
・技
能
の
習
得

マ
ッ
チ
ン
グ

就
職

正社員の働き方
の見直し

シニアの仕事を創出！

働きながら地域貢献

シルバー人材
センターを改革

生涯現役社会の
推進役に！

先進モデルを支援

ボランティア
専門家ボランティ
アの掘り起こし

シニアボラン
ティアの養成

ＩＴや経理など
仕事で身につけた
能力を生かす

きっかけづくりから
具体的行動へ
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高齢者がいきいき暮らせる環境整備②

健康長寿埼玉プロジェクトの推進新
3億9,600万円

健
康
長
寿
の
延
伸

医
療
費
の
抑
制

平成27年度 平成28年度～

○健康無関心層の取り込み 1億100万円

健康マイレージ制度の構築
ウォーキング・健康づくり事業に参
加＝健康ポイント⇒特典付加

システム構築
（稼動はH29年度～）

新

○埼玉モデルの普及・拡大の下支え 1,200万円

健康長寿
サポーター
の養成

サポーター

スーパー
サポーター

44,103人

154人

75,000人

750人

平成32年度

○健康長寿埼玉モデルの全県展開

（とことんモデル）

（埼玉モデル）

2市町村

18市町村

5市町村

36市町村

2億8,300万円
※初期費用補助

在宅医療提供体制の充実支援新
1億100万円

 相談や退院調整等の患者支援の在宅医療関連拠点
を県内全域に整備

 訪問看護師の確保支援新

訪問看護
ステーション

新人看護師
等への研修

看護学生対象
の就労説明会

 地域在宅歯科医療推進拠点の運営

県域及び
地域19箇所

歯科衛生士が
相談・受診調整

在宅歯科医療機器
（ポータブルレントゲン）

の貸出

 無菌調剤室の共同利用の促進新

共同利用検討
委員会の開催

無菌調剤
実習の実施

4地区60人

策定した規程等を
基に実習の実施・共
同利用受入

拠点薬局
・無菌調剤実習
・共同利用受入

薬局

薬局
薬局薬局
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明るい未来を子供たちに手渡すため

水素社会の実現に向けた取組
3億2,000万円

水素の
利用
拡大

燃料電池自
動車（ＦＣＶ）
の普及

水素ス
テーション
整備

県有施設へ
の燃料電池
の導入

先進的な水
素製造実証
試験支援

• 詳細調査等を実施

• 水素エネルギーの
安全性・利便性の
発信

• ステーション
設置事業者に
費用の一部を
補助

• 下水汚泥から水
素を製造する実
証試験に対し補
助

下水道スマートエナジープロジェクトの推進
9億1,300万円

水素ステーションの事業化調査
下水汚泥由来のＣＯ2フリー水素を
下水処理施設で製造⇒供給

事業
スキーム

バイオガス発電・太陽光発電の導入

省エネ
機器へ
の転換下水汚泥メタンガス

創
エネ
太陽光
発電

省
エネ

バイオガ
ス発電

新たな収益の確保
電気自給率の向上
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安心・安全・美味しい埼玉農業の強化①

オーダーメイド型産地づくり事業新 4,600万円（平成27年度補正予算）

食品・医療メーカーからの要望に応えられるオーダーメイド型の産地を育成

食品・医療
メーカーから
の需要

県内に
多数の
立地 オーダーメイド型支援事業

県

オーダーメイ
ド型支援事

業

生産者団体

 機械、施設の導入支援

高付加価値
型支援事業

産地育成

キャベツ 長ねぎ にんじん たまねぎ

ニーズ調査
付加価値（栄養成分・機能性）の評価

＜構成員＞県・農業者団体・食品医薬
品メーカー・栄養医学有識者等

オーダーメイド協議会

栽培方法の調査・研究

付加価値の検証とデータ
ベース構築

県・試験研究機関 等

需要量調査とマッチング

経
営
の
安
定
化
・競
争
力
強
化

収
益
力
向
上



中屋敷慎一県政報告 24

安心・安全・美味しい埼玉農業の強化②

経営感覚を身につけた質の高い
新規就農者の育成

新
1,200万円

明日の農業担い手育成塾推進事業

就農への動機付け

宿泊研修実施

チャレンジファーム
設置

早期就農支援

農業高校への支援体制整備

農業
高校

農業
大学
校

農林
振興セ
ンター

市
町
村

ＪＡ

地域
指導
農家

支援

支援

支援

支援

支援

多様な人材の確保に向けた支援新 1,800万円

農業法人ほか

支援

雇用促進体制整備事業

農作業しやすい環境整備

•アシストスーツ
•移動式トイレ

資料参考：㈱クボタ
ARM-1Dラクベスト

障害者等のための
農作業体系の単純化

•農作業マニュアル作成

高齢
者

女性 障害
者

雇用促進連携強化事業

社会福祉法人
ハローワーク

シルバー人材センター
埼玉県女性キャリアセンター
男女共同参画推進センター

ＮＰＯ法人

農業法人

• 合同説明会開催

雇
用
の

マ
ッ
チ
ン
グ

支援
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地域のにぎわいづくり・活性化へ

先端産業創造プロジェクトの推進
拡
充 35億4,000万円

研究機関や大学等
の先端シーズ

企業の優れた技術 先端産業の創造

先端産業研究サロン

産総研・ＮＥＤＯ・
埼玉県の三者協定

産業振興・雇用機会
創出基金

助言、検証・評価等

技術支援・連携

開発資金

実用化開発
ナノ

カーボン

ロボット

航空・

宇宙

新エネル
ギー

医療イノ
ベーション 重点

分野

地元金融機関

県企業局
民間ディベロッパー

融 資

集積用地

事 業 化

先端産業の集積

■実用化・事業化 18億4,200万円

Ｈ28予算のポイント

実用化に向けた研究開発の支援
・研究開発のテーマ数を計７０テーマに拡充

中小企業の高度人材の育成
・ナノカーボン、ロボット分野の実践講座を開催

新規

中小企業の高度人材の育成
・「医療機関」「ものづくり企業」「製販企業」の三者
が連携して売れる医療機器を開発

新規

■先端産業の誘致 16億9,800万円

・農大跡地活用の推進
・先端産業関連企業を徹底訪問
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自然の驚異から県民を守るために①

水害の頻発・激甚化への対応新 60億7,800万円（合算）

 新方川浸水被害緊急対策の推進 10億円

H27.9月越谷市域
観測史上最大の豪雨

↓
せんげん台駅など

1,800戸超の
床上床下浸水

緊急的に
堤防の嵩上げ工事

【地元市】
内水排除ポンプ

設置

河
川
へ
の
排
水
量

増
量
可
能

・床上浸水ゼロ ・床下浸水半減

 堤防機能強化対策事業 11億4,000万円

過去の漏水からの
県民の

安心安全の
確保

浸透による漏水の危険性が
高い箇所など５河川19km

H28年度 H30年度
堤防強化工事実施

H28年度：新芝川など5河川8km
・コンクリートブロック
・断水シートによる堤防表面の被覆工

 内水被害軽減支援事業 5,000万円

ゲリラ豪雨
による

内水被害の増加

・水理解析の実行

・ポンプ施設の適正
運用の検討

河川水位を数値解析

ポンプの排水量を増大させた場合でも、洪
水を安全に下流に流せることが出来るポン
プ設備の配置や運転条件などの算定
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自然の驚異から県民を守るために②

水害の頻発・激甚化への対応新 60億7,800万円（合算）

 総合的な土砂災害対策の推進 10億8,900万円

県内
土砂災害危険箇所＝4,219箇所

課題

土砂災害防止施設の整備
 砂防事業 23箇所
 急傾斜地崩壊対策事業

14箇所
 地すべり対策事業

8箇所

ハード
対策

警戒避難体制の整備促進
 土砂災害警戒区域の指定
土砂災害危険箇所 4,219箇所
土砂災害警戒区域 4,153箇所
※区域指定率 98.4%

(H28.1末現在) 
H28年度末までに指定完了を目指す

ソフト
対策

住民の安全確保

 河川危機情報の発信 2億2,700万円

 安心リバースペース

親水

拠点の
整備

水辺の
利用の
増加

河川の増水の回数増加

警
報
装
置
の

設
置

自
主
的
な
避
難
の
促
進

 水防情報システムの更新

インターネットで
県民への情報

提供
危険水位到達

老朽化の
観測システムの更新

維持管理コスト削減
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合計金額
5億4,500万円
（18箇所）

1

6

17

東松山鴻巣線

野通川

元荒川

（宮地）
鴻巣羽生線

18

鴻巣市
（旧鴻巣市、旧吹上町、旧川里町）

平成２８年度当初予算案該当箇所
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① 東松山鴻巣線
主要地方道東松山鴻巣線の整備について ～道路改築費～

1

1
2

2

1,000万円
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⑥ 鴻巣羽生線（宮地） 交差点改良
～社会資本整備総合交付金（交通安全）事業費～

3,500万円宮地三丁目

宮地四丁目 Ｈ２７ 用地買収・補償、委託
Ｈ２８ 工事、用地買収・補償

川里

中山道

宮地二丁目

三谷橋方面から宮地交差点を臨む
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⑰ 元荒川 護岸工
～河川改修費～

1億2,000万円
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⑱ 野通川 護岸修繕
平成28年度 一級河川野通川 事業位置図 ～河川改修費（水辺）～

1,500万円



ご静聴ありがとうございました。

fin


